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議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例 

の一部を改正する条例の制定について 

 

 

上記の議案を別紙のとおり地方自治法第１０９条第６項の規定に

より提出します。 



議第３号議案 

 

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例 

の一部を改正する条例の制定について 

 

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例（昭和３１年亀岡市条例

第２４号）の一部を改正する条例を次のように制定するものとする。 

 

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する 

条例の一部を改正する条例 

 

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例（昭和３１年亀岡市条例

第２４号）の一部を次のように改正する。 

 

第４条を次のように改める。 

（費用弁償） 

第４条 議長、副議長及び議員が公務のため旅行したときは、費用弁償とし

て亀岡市職員等の旅費に関する条例(昭和３７年亀岡市条例第１４号)の規

定を準用し、特別職に相当する旅費を支給する。 

２ 前項に定めるもののほか、議長、副議長及び議員が次の各号に定める会

議等の場に出席したときは、住居から参集場所までの距離に応じて、費用

弁償として交通費の実費相当額を支給する。 

 （１）本会議 

 （２）常任委員会 

 （３）議会運営委員会 

 （４）特別委員会 

 （５）全員協議会（全員初協議会を含む） 

 （６）広報広聴会議（各部会を含む） 

３ 前項の規定により支給する費用弁償の額は、次に掲げるとおりとする。 

（１）公共交通機関を利用した場合の交通費の費用弁償の額  実費額（た

だし、定期券の支給は認めない。） 

 （２）自動車、自転車、原動機付自転車又は二輪自動車を使用した場合の

交通費の費用弁償の額  登庁日数に亀岡市会計年度任用職員の給与

及び費用弁償に関する条例施行規則（令和元年亀岡市規則第４５号）

別表第２の通勤距離に応じた１日当たりの額を乗じて得た額 



 （３）前各号以外の方法により登庁した場合の交通費の費用弁償の額  

実費額（ただし、当該方法により登庁することが真にやむを得ないと

議長が認めた場合に限る。） 

別表を削る。 

 

附 則 

 

（施行期日） 

１ この条例は、令和７年４月１日から施行する。 

（適用） 

２ この条例による改正後の議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する

条例の規定は、この条例の施行日以後の費用弁償から適用し、同日前の費用

弁償については、なお従前の例による。 


